
���������������当院の皮膚科診療の特徴について
��� ��� �� ��皮膚科 副医長 谷川 絢乃

今回は当院の皮膚科診療についてご紹介させていただきます。
当科は医師3名（女性1名、男性2名）が在籍しており、午前は毎日2診体制で外来診察を行っています。午後
は、「月・水・金曜日」は皮膚生検や処置、アレルギー検査などを主に行う専門外来、「火・木曜日」は手術を
しています。
入院は、下記グラフのように手術目的以外では蜂窩織炎や帯状疱疹、水疱性類天疱瘡の症例が多い傾向で
すが、アトピー性皮膚炎の急性増悪や紅皮症の精査、円形脱毛症に対するステロイドパルス療法なども行っ
ています。
手術は、下記グラフのように皮膚良性腫瘍切除術、皮膚悪性腫瘍切除術を主に行っていますが、植皮術、
皮弁術など、局所麻酔だけでなく全身麻酔での手術も対応可能です。

●所有機器
紫外線治療器は、デルマレイ400（写真1）、デルマレイ200（写真2）、エキシマライトを有しており、アト
ピー性皮膚炎や乾癬、尋常性白斑、円形脱毛症などのナローバンドUVB療法に使用しています。また、デ
ルマレイ200を使用して内服PUVA、外用PUVAも可能です。
エコーは主に皮下腫瘍を外来で迅速に診断できるように以前から導入しておりますが、今年度に新しい機
器（Venue Fit R5：写真3）を導入しましたので、より正確に診断できるようになりました。
その他、掌蹠多汗症治療のイオントフォレーシス、脂漏性角化症など隆起性病変の治療に使用するＣＯ2
レーザーもあります。
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写真２ 教室開催の様子写真１ 健康相談の様子

図１ 原因食物
引用：令和６年度 即時型食物アレルギーによる健康被害に関する全国実態調査

即時型食物アレルギーの原因食物（類別） 即時型食物アレルギーの原因食物（品目別）

n = 6033

注釈：原因食物の頻度(％)は小数第２位を四捨五入したものであるため、その和は小計と差異を生じる。
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【お問合せ】西市民病院 病診連携室
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●自費診療
巻き爪治療を積極的に行っています。保険診療で行うフェノール法以外に、自費診療で巻き爪マイス
ター、ドクターショール、ワイヤー法も行っています。
その他、男性型脱毛症のデュタステリド、多汗症の塩化アルミニウム（院内製剤）も処方可能です。
●皮膚科フットケア外来
当院のフットケア外来は、内科フットケア外来と皮膚科フットケア外来があり、内科フットケア外来は当
院糖尿病・内分泌内科に通院している、足に傷がない方を対象としています。一方、皮膚科フットケア外来
は、糖尿病や虚血を背景とした足病変（主に皮膚潰瘍）を持つ方を対象としており、潰瘍や白癬などの診察
を医師が行い、爪切りや胼胝削り、セルフケア指導を専門の看護師が行っています。『足潰瘍の悪化により
足切断に至る症例を減らしたい』という目標をもって2023年に開設した外来であり、当外来に通院中の方は
セルフケアへの意識が向上し、潰瘍治癒後も再燃する方が減っています。現在、金曜日午後2枠(1枠30分程
度)で外来をしています。

専門外来、フットケア外来をご希望の場合は、まず皮膚科での診療が必要なため、FAX予約をお願いい
たします。
皮膚や爪、髪の症状でお困りの方がいらっしゃれば、ぜひご紹介いただきますようお願いいたします。

����������医療安全への取り組み
���医療安全管理室

【はじめに】
医療における安全の確保は、治療を提供する私たちにとって最も重要な使命です。患者・家族の皆様に安
心して治療を受けていただけるように、当院では医療安全を基本理念に掲げ、病院全体で医療の質の向上と
安全体制の強化に取り組んでいます。

診断名 件数
肺炎、気管支肺炎 83
気管支炎、細気管支炎 65
上気道炎 37
喘息、喘息性気管支炎 30
食物アレルギー、食物蛋白誘発胃腸炎 23
痙攣性疾患 15
胃腸炎、腸炎 14
川崎病 9
機能性心雑音 8
便秘症 7

表１ 診断件数

①患者総数 ②入院患者数 入院率(％)
(①／②)

入院日数
(転送除く)

マイコプラズマ
感染症 72 18 25.0 5.6

COVID-19 12 4 33.3 3.0
ＲＳウイルス
感染症 30 17 56.7 4.4

ヒトメタニュー
モウイルス感染症 5 2 40.0 5.0

表２ 気道感染症での入院状況

写真１

写真２

図２－１ 図２－２

引用：令和６年度 即時型食物アレルギーによる健康被害に関する全国実態調査

図２ ショック症状を呈した原因食物 表３ 即時型症例に対するショック症例の割合

写真１ 写真２ 写真３



【インシデント報告の現状】
当院では、安全文化の醸成を目的に、日々の気
づきや「ヒヤリとした」「ハットした」事例を含
め、積極的なインシデント報告を推進していま
す。医療安全の分野では、病床数に対して一定数
以上のインシデント報告があることが、組織の安
全意識の高さを示す指標の一つとされています。
特に、患者さまに影響のない事象レベル0（ヒヤ
リ・ハット）や1の報告を数多く集めることが、重
大事故の未然防止につながります。
当院の報告状況は年間で約1,300～1,500件で、そのうち
200～350件が転倒・転落に関するものです。（図1）高齢化や
認知症患者の増加により、入院中の転倒・転落を完全にゼロ
にすることは難しい状況です。職種別では、看護師864件
（76％）と最も多く、24時間患者に寄り添い、診療の補助や
ケアを行う中で、インシデントに遭遇する機会が多いこと
が背景にあります。次いで医師90件（8％）、医療事務委託職
員78件（7％）、薬剤師40件（4％）です。（図２）その他、放
射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、管理栄養士など多
職種が報告に参加しています。今後も事象レベル0（33％）、レベル１（55％）の報告割合をさらに高めるこ
とが重要です。

【取り組み】
提出されたインシデントレポートはすべて医療安全室長と専従看護師が確認し、重大事故には至らなかっ
たものの改善の余地がある事例を中心に、週1回の医療安全室会議で検討しています。また、月1回の医療安
全管理委員会では、多職種が集まり、事例共有や改善策の協議、決定事項の周知を行っています。院外の活
動としては、地域の近隣病院と連携し、互いの病院を訪問して相互監査を毎年実施しています。現在は、中
央市民病院・荻原記念病院・神戸アイセンター病院の3施設と連携しており、外部の客観的な視点から評価
を受ける貴重な機会となっています。他院の優れた取り組みを学ぶことで、当院の安全管理体制のさらな
る強化にもつながっています。今年度は既読管理システムを一部改修し、画像診断の見落とし防止策を強
化しました。重要所見についてはシステムでの確認に加え、専任管理者が未対応案件を抽出し督促するダ
ブルチェック体制を導入し、診断後の適切な治療介入を徹底しています。

【今後の課題】
図1で示したように、転倒・転落件数の低減は引き続き大きな課題です。当院では、患者の尊厳を守る観
点から、可能な限り身体拘束を行わない方針を基本としています。来年度の診療報酬改定では身体拘束に
関する基準がさらに厳格化される見込みであり、より丁寧で
慎重な対応が求められています。一方で、高齢化や認知症の
増加に伴い、転倒・転落リスクは今後も高まると考えられます。
地域の皆さまにも、日常の中でできるフレイル予防や認知症
への理解を深めていただくことが、転倒予防につながります。
当院は、これからも地域とともに医療安全の向上に努め、「治
し支える医療」を実践し続けてまいります。写真２ 切出し写真：腫瘍の場所を確認し、マッ

ピングを行う

図３－１ 図３－２ 図３－３

図１ 本人・家族の意思決定を支える―治療方針選択から将来に向けての心積もりまで：清水哲郎

引用：医療と社会25，35-48，2015

割合



������������令和7年度看看連携研修報告
���������地域医療在宅支援室

本年度の兵庫県看護協会主催『看看連携研修』には、院外1名・院内10名の11名が当院・訪問看護ステー
ション３か所・緩和ケア病棟１か所に１～２日かけて参加しました。

研修実施期間：2025年９月～12月
外来看護師2名・地域連携看護師1名→もみじ訪問看護ステーションへ
病棟看護師2名・地域連携室看護師1名→MEIN HAUS訪問看護ステーションへ
病棟看護師2名・地域連携室看護師1名→訪問看護ステーションCONNECTへ
病棟看護師2名→ JCHO神戸中央病院 緩和ケア病棟
訪問看護・リハビリステーションわたぼうし→当院地域連携室

研修報告会：2025年12月17日 15：00～17：00
場 所：当院北館3階講義室 （ZOOM併用）
参 加 者：研修参加者11名と参加者の部署の師長やステーショ

ン管理者を含め20名

【参加者からの学びや意見の一部を紹介】
・情報システムを活用し、タイムリーに情報共有が行われていることがわかった。
・患者がその人らしく在宅・地域で過ごせるような支援のあり方を学んだ。患者が「どうありたいか」「何
を大切にするのか」を常に考え、支援をしていきたい。
・外来患者さんが「入院せずに自宅で過ごしたい」との思いを話された場合は、そう思う理由、今どんな
生活をしているのか？家族は？サービスは？など聴取しながら患者さんの思いに寄り添った支援を行い
たい。
・主治医にも治療方針やサービス利用に対する意向を確認しながら積極的に地在や訪看と連携していきたい。
・終末期患者とその家族は日々病状が進行していく中で不安や苦痛を感じている。そのような中で少しで
も安心し安楽に過ごすことができるようコミュニケーションを取りながら必要な援助を考えていきたい。
・その人にとって訪問看護導入の目的を明確に示していきたい。

研修でお世話になりました訪問看護ステーションの皆さま・病院担当者の皆様この場をおかりして、お忙
しい中ご指導いただき心より感謝申し上げます。

���� ������������������令和7年度 第3回在宅療養カンファレンス開催報告
���������地域医療在宅支援室

テーマ：未成年の子どもを持つ症状コントロール困難ながん末期患者の療養支援
～一日でも早く帰りたいという焦りにどう関わればいいか？～

日 時：令和８年１月15日（木）17時00分～18時30分
場 所：当院北館３階講義室（現地開催）
参加者：27名（院外９名、院内18名）

A氏は未成年の子どもと２人暮らしで早期退院を希望していましたが、症状コントロールに難渋したた
め、退院するタイミングに悩んだ終末期の事例です。
自宅退院に向けて患者家族に必要な支援について、グループにわかれて意見交換しました。「A氏のやり
たいことを尊重しながら関わる」「子どもには学校などで会えないこともあ
るので、SNS を利用しながら思いや今後の生活について相談に乗ってい
る」など、A氏だけでなく子どもに対しても、思いを十分に聴いていくこと
が必要だったと気づきました。
アンケートの結果からは、「社会資源へのアプローチや子どもさんへの関
りで、できていなかったことと、しないといけなかったことが明確になっ
た」「初めて知る支援方法やアプローチの話しがきけた」などの意見があり
ました。

【転出等 ７月３１日付】
所 属 補 職 氏 名

麻 酔 科 専 攻 医 大 西 洋 志

医師の転出・転入等のお知らせ

【転入等 ９月１日付】
所 属 補 職 氏 名

消 化 器 外 科 専 攻 医 牛 窪 樹 飛

�������認知症疾患医療センター
����������������������オープンカンファレンス（オンライン）開催のご案内

日 時：令和８年３月５日（木）１７：００～１８：３０
開催形式：オンライン（Ｚｏｏｍ）
テ ー マ： 生活障害を可視化し、残存能力を引き出す認知症リハビリテーション

～前臨床期からの生活支援のヒント～
講 師：鹿児島大学医学部保健学科・鹿児島大学大学院保健学研究科

教授（作業療法士） 田平 隆行 先生
申込方法：右のQRコードからお申込みいただくか、w_kouza@kcho.jp へ以下の内容

を送信してください。
① 件名「認知症疾患医療センターオープンカンファレンス」
② 本文「氏名」、「施設名」、「職種」、「返信用メールアドレス」、「電話番号」、「所属区」

締 切 日：令和８年２月27日（金）

市内で緩和ケアに力をいれて

おられる多くの在宅医の先生方に

参加していただきました。

ある在宅医からの一言

『このテーマは今までにも何度も

話し合われたけれど、今更だけど

今だから大事だよね』

�����������地域医療在宅支援室マスコット
��������「ちーちゃん」誕生！

この度、地域医療在宅支援室のマスコット「ちーちゃん」が誕生しました。
これから病院の仲間として、地域連携強化のために一緒にがんばります！
よろしくお願いいたします。

誕生日
１月31日

好きな食べ物
おせんべい 名 前

ちーちゃん

好きなお花
あじさい

好きな言葉
健康・元気

医師の転出・転入等のお知らせ

【転入等 １月１日付】
所 属 補 職 氏 名

【転出等 １２月３１日付】
所 属 補 職 氏 名
呼 吸 器 内 科 副 医 長 岩 林 正 明

麻 酔 科 副 医 長 原 妹 那



���������������第２回西市民連携セミナー開催報告

令和8年2月19日（木）に第2回西市民地域連携セミナーを開催しました。オンライン形式で開催し、約40
名の方にご参加いただきました。今回は、当院の消化器内科及び消化器外科の医師が当院の肝胆膵治療に
ついて講演を行いました。

開催内容：①胆膵領域の診断・治療の最前線について
消化器内科 医長 吉田 裕幸
②肝切除の最前線について
消化器外科 医長 細川 慎一
※座長：総合内科 部長 西尾 智尋

開催後のアンケートでは、以下のようなご意見をいただきました。
・西市民病院の肝胆膵領域の医療レベルの高さが認識できました。機会があれば紹介させていただきたい
と思います。
・内視鏡治療の機械や技術が進歩していました。先生方の説明もわかりやすく参加してよかったです。ロ
ボット手術中の映像を見ながらの解説は、臓器の境界がよくわかりました。

ご参加いただいた皆様ありがとうございました。来年度におきましても、当院の診療科のトピックス等
について講演会を開催予定ですので、ご参加いただきますようお願いいたします。

〔診療情報提供書等の様式〕
当院ホームページより
ダウンロードしてください。

下記の運用Ⅰ・Ⅱのいずれかを選択してください
※運用Ⅰ：概ね15分以内に予約票を返信します。
※運用Ⅱ：患者さんのタイミングで電話にて日時調整できます。
※電話でのやりとりが困難な患者さんについては、従来通り【運用Ⅰ】をご利用下さい。

ＦＡＸ予約専用番号 （病診連携室）

FAX：078-579-1943
【受付時間】月～金：９：００～１９：００

土 ：９：００～１３：００

【西市民病院（病診連携室）】 ● 予約取得 ● 予約票をかかりつけ医にFAX送信

【患者】「電話予約案内・予約票」に予約日時を記入する
● 「患者専用予約電話番号」に電話をする

０７８-９５８-６７８０
受付
時間 月～金：13：00～16：00 / 土：９：00～13：00

継続
【かかりつけ医】
● 診療情報提供書作成・FAX送信
●「診療情報提供書（原本）」・「電話予約案内・予約票」
を患者さんに渡す
※CT・MRI・上部消化管内視鏡検査の場合は説明書を
患者さんに渡す
※紹介状の【日時調整先】の【①患者】にチェック を
入れる

【 運用Ⅱ】【 運用Ⅰ 】

※貴院所定の紹介状をご利
用の場合は、当院の紹介状を
添付していただくか、空いて
いるスペースに「患者調整」
と明記して下さい。

①患者 ⬜②かかりつけ医

【かかりつけ医】
● 診療情報提供書作成・FAX送信
● 「診療情報提供書（原本）」を患者に渡す
※ CT・MRI・上部消化管内視鏡検査の場合
は説明書を患者さんに渡す
※紹介状の【日時調整先】の【②かかりつけ医】
にチェック を入れる

FAX予約の方法

患者専用
電話番号

医師の転出・転入等のお知らせ

【転出等 １２月３１日付】
所 属 補 職 氏 名
呼 吸 器 内 科 副 医 長 岩 林 正 明

麻 酔 科 副 医 長 原 妹 那

��������������当院へのご意見フォーム（医療関係者用）の開設について
当院では、地域連携の強化とサービス向上のため、医療関係者の皆様を対象としたア

ンケートフォームを開設しました。
お手数ですが、QRコードよりご意見をお寄せいただけますと幸いです。 いただいた

ご意見は、今後の運営改善の貴重な資料とさせていただきます。
※全てのご意見にお返事を差し上げることはいたしかねますので、

あらかじめご了承ください。 皆様のご協力をお願い申し上げます。

医師の転出・転入等のお知らせ

【転入等 ３月１日付】
所 属 補 職 氏 名
消 化 器 内 科 専 攻 医 前田 拓海

【転出等 ２月２８日付】
所 属 補 職 氏 名
消 化 器 内 科 専 攻 医 三好 健太



�����呼吸器外科

����血液外科

予約診察のみ
主に初診診察

２診 冨 岡 ー 冨 岡 冨 岡 網 本 網 本 横 田 横 田 ー 堀

４診 ー ー ー ー ー
禁 煙 外 来

冨 岡
ー ー ー ー

９診 ★ 山 田 （ 夕 ） ★ 山 田 （ 夕 ） ー ー 金 子 金 子 瀧 口 （ 純 ） 瀧 口 （ 純 ） 金 子 ー

１１診 李 李 藤 井 藤 井 ー ー ー ー ー ー

３診 清 水 清 水 ★ 髙 田 ★ 髙 田 吉 田 吉 田 清 水 清 水 山 田 （ 聡 ） 山 田 （ 聡 ）

７診 前 田 前 田 ー ー ー ー ー ー ー ー

８診 ー ー 田 中 田 中 ー ー ー ー ー ー

１０診 今 村 今 村 平 川 平 川 星 星 中 村 （ 真 ） 中 村 （ 真 ） ★ 細 見 ★ 細 見

１３診 ー ー ー ー ー ー ★ 秋 岡 ★ 秋 岡 ー ー

２診 ー ー ー ー ー ー ー ー デバイス外来 ー

４診 平 沼 ー 平 沼 ー 吉 野 （ 智 ） ー 藤 岡 ー 永 野 ー

８診 ー ー ー ー ー ー
※第２週

小　　 堀 ー ー ー

１診 ー ー ー ★ 深 澤 ー ★ 深 澤 ー ー ー 高 山

４診 ー 藤 田 ー ー ー ー ー ★ 武 部 ー ー

５診 中 村 （ 武 ） 中 村 （ 武 ） 倉 本 倉 本 ★ 武 部 ★ 武 部
※１

★　深　　澤
　　高　　山

中 村 （ 武 ） 中 村 （ 武 ）

※２
中　村　（　武　）

８診 ー 倉 本 ー ー ー ー ー ー ー ー

４診 ー 壷 井 / 小 川 ー 壷 井 ー ー ー ー ー ー

８診 ー ー ー ー ー ー ー 田 村 / 壷 井 ー ー

１１診 ー ー ー ー ー ー ー ー 壷 井 壷 井

１２診 ー ー ー ー 壷 井 ー ー ー 越 智 越 智

血 液 内 科 １２診 ー ー ★ 坂 井 ー ー ー 医 師 交 替 制 － ー ー

４診 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

７診 ー ー 安 積 安 積 坂 口 坂 口 渡 邉 （ 周 ） 渡 邉 （ 周 ） 西 庵 西 庵

１２診 ★ 瀧 口 （ 梨 ） ★ 瀧 口 （ 梨 ） ー ー ー ー ー ー ー ー

脳神経内科 ６診 菅 生 菅 生 ー ー 医 師 交 替 制 ー 菅 生 菅 生 ー ー

１診 ★ 西 尾 ー ★ 多 山 ー 濵 﨑 ー 越 智 ー ★ 西 尾 ー

8診 王 ー ー ー ★ 永 田 ー ー ー 濵 﨑 ー

9診 ー ー ★ 西 尾 ★ 西 尾 ー ー ー ー ー ー

11診 ー ー王ーーーー ー ー

内科
１１診 ー ー ー ー ー ー ー 馬 屋 原 ー ー

内科
６診 ー ー 足 立 足 立 ー ー ー ー ー ー

内科
８診 ー ー ー ー ー ー 足 立 ※ ー ー ー

１診 ★ 小 柴 ★ 髙 畑 ー ★ 小 柴 ★ 小 柴 江 口
小児神経外来

相　馬 江 口

２診 ★ 髙 畑 江 口 江 口 藤 田 岡 藤 藤 田
シ ナ ジ ス ・

予 防 接 種 交 替 制
14 ： 00 ～ 15 ： 30

★ 髙 畑

３診 浪 方 藤 田 ー ★ 小 柴 ー ★ 髙 畑 －
★ 吉 野 （ 翔 ）
( ア レ ル ギ ー ・

ス キ ン ケ ア ）

医 師 交 替 制
第 1 ・ 3 ・ ４ 週
小 児 循 環 器

★ 則 武

３診 ★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤
（ 手 術 ）

★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤 ★ 大 澤

１診 ★ 中 嶋 ー 鈴 木 鈴 木 細 川 ー ー ー 口 分 田 ー

２診 大 村 ー ー ー 牛 窪 ー 村 上 村 上 髙 島 ー

３診 ーーー丸子寶★上村ーーーー

１診 ー ー ー ー ー ー 大 越 ー ー ー

２診 ー ー 竹 尾 竹 尾 ー ー ー ー ー ー

整形
3 診

ー ー 平 野 ー ー ー ー ー ー ー

２診 ー ★ 大 久 保 ー ー ー ー ー ー ー ー

３診 三 瀬 三 瀬 ー 矢 田 ★ 大 久 保 ー ー 三 瀬 三 瀬 三 瀬

１診 ※ 西 口 西 口 小 田 小 田 藤 原 藤 原
※ 山 根
( 脊 椎 )

ー
布 施

( 関 節 外 来 ）
布 施

２診 山 根 山 根 藤 原 藤 原 西 口 西 口 橋 村 橋 村 小 田 小 田

３診 ※ 橋 村 橋 村 ー ー 布 施 布 施 ※ 中 林 中 林 十 川 十 川

医 師 交 替 制 （ 予 約 検 査 ） ★ 大 塚 （ 予 約 検 査 ）

1 ・ 3 ・ 5 週
予 約 検 査
2 ・ 4 週

尾 崎

（ 予 約 検 査 ）

1 ・ 3 ・ 5 週
平 岡

2 ・ 4 週
予 約 検 査

（ 予 約 検 査 ） ★ 髙 井 （ 予 約 検 査 ）

１診 市 田 市 田
医師交替制
（紹介予約）

ー 施 施
（ 妊 婦 検 診 ）

医師交替制
（紹介予約）

ー ★ 杉 野 ★ 杉 野

２診 ★ 杉 野 ★ 前 田 新 谷 ー ★ 前 田 新 谷 新 谷
（ 妊 婦 検 診 ）

ー 施
（ 妊 婦 検 診 ）

★ 前 田
（ 妊 婦 検 診 ）

３診 検診ワクチン ー ー
NIPT遺伝

カウンセリング
外来

検診ワクチン 検診ワクチン ー
NIPT遺伝

カウンセリング
外来

検診ワクチン 検診ワクチン

５階
病棟 ー ー ※助産師外来 ※助産師外来 ー ー － ※産後外来 ※助産師外来 ※助産師外来

１診 中 村 （ 一 ） 医 師 交 替 制 吉 井 吉 井 吉 井 ー 神 野 神 野 神 野 神 野

２診 村 田 ー 佐 伯 佐 伯 ★ 西 岡 ー 村 田 村 田 佐 伯 ー

３診 ー ー ★ 西 岡 ー ー ー 吉 井 ー ー ー

１診 木 戸 上 （ 予 約 検 査 ） 後 藤 （ 検 査 ・ 手 術 ） 医 師 交 替 制 ー 後 藤 （ 予 約 検 査 ） 医 師 交 替 制 ー

２診 ※ 後 藤 ー ※ 木 戸 上 ー ー ー ※ 木 戸 上 ー ー ー

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

木 原
( 認 知 症 鑑 別 )

ー ー

１診 ー ー 大 塚 ー 竹 村 ー 医 師 交 替 制 － ー ー

３診 （ 心 理 判 定 ） ー ― ー （ 心 理 判 定 ） ー （ 心 理 判 定 ） （ 心 理 判 定 ） ― ー

１診 ー ー ー ー ー
遺伝カウンセリ
ン グ 外 来

ー ー ー ー

１診 ★ 谷 川 ★ 谷 川 ★ 谷 川 ★ 谷 川 兼 本

２診 藤近本兼藤近本兼藤近

令和８年３月１日～

℡ 078（576）5251
                                                             受付：午前8時45分～11時45分　（午後は原則として予約診察のみ／土・日・祝・年末年始は休診）

　　★印は、女性医師

診 療 科 ／ 診 察 室
金木水火月

午 後

神戸市立医療センター
西市民病院 診療予定表

備 考

午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前

★ 向 仲
（ 手 術 ）

★ 向 仲 ★ 向 仲
（ 手 術 ）

腎 臓 内 科

ｲ ﾝ ﾌ ﾟ ﾗ ﾝ ﾄ
外 来 手 術

西 田
（ 手 術 ）

西 田 西 田
（ 手 術 ）

西 田１診 西 田 西 田
（ 手 術 ）

西 田

※１）　１・３・５週　 ★深澤医師
　        ２・４週　　　　　高山医師

※２）  第２金　午後　中村医師の診察は
糖尿病教室開催のため休診となります

リウマチ
膠原病科 ９時枠の紹介・初診の診察は不可

診
察
受
付
１

内

科

呼 吸 器
内 科

消化器
内科

循環器
内科

※第２木　午前
　 不整脈外来（１１：００受付終了）

糖 尿 病 ・
内 分 泌

内 科

総 合 内 科
一般内科・健康診断は総合内科が担当
健康診断）予約制３名　月・火・水・金

放 射 線 外 来 【予約制】

脳神経外科 ※第１・３・４・５週

火）　午後 冨岡医師(専門外来　間質性肺炎)

気管支鏡）　火　午前、金　午前（予約制）
禁煙外来）　水　午後４診

　

診察

受付

3

消化器外科

呼吸器外科

乳腺外科

月・水・金　午前診は１１：００受付終了
予約患者優先となります
　
月・木・金　午後は予約のみ

　

診察

受付

2

小 児 科

乳児健診
14：00～15：30

乳児健診
14：00～15：30

小児神経外来）　木　午後
小児循環器外来）
第１・３・４　金の午後初診はＦＡＸ予約必要
シナジス外来は完全予約制です
詳しくはホームページをご覧下さい

歯 科
口 腔 外 科

西 田
（ 手 術 ）

水）　午前　インプラント・外来手術２診 ★ 向 仲 ★ 向 仲
（ 手 術 ）

★ 向 仲 ★ 向 仲
（ 手 術 ）

★ 向 仲 ★ 向 仲
（ 手 術 ）

★ 向 仲

西 田
（ 手 術 ）

耳 鼻 咽 喉 科
水・金　１０：３０受付終了

※１０：３０～診察開始

認知症疾患
医療センター

【予約制】
診察は、精神・神経科２診
（午前は１０：００～）

精神・神経科

【完全予約制】
月・金）　休診
他院から紹介の方はFAX予約の手続きをお
願いいたします

整 形 外 科

眼 科 １０：３０受付終了

産婦人科

火・木）手術日
木）午後：産後外来

検診ワクチン・ＮＩＰＴ遺伝カウンセリング外来は完
全予約制です

※火・金の助産師外来、木の産後外来は５階病棟
で行います。
　（９：００～１２：００、１３：００～１６：００　予約制）
金）助産師外来は1・2週目は午後のみ、3.4.5週目
は午前・午後

泌 尿 器 科 ＥＤ外来）　金　１４：００～（予約のみ）

予約制

診察
受付

５
皮 膚 科 来外門専）術手（来外門専）術手（来外門専 火・木　１１：００受付終了

　

診察
受付

4

遺伝カウンセ
リング外来


